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〜雑誌と社会のかかわりを語り合おう

            軽井沢風越学園　教諭　　有山　裕美子

「学校教育における雑誌活用授業 
            （MIE）の可能性」 



有山　裕美子：ありやま　ゆみこ

　　軽井沢風越学園／都留文科大学・法政大学非常勤講師

東京都武蔵野市出身　 

 

1988年〜　座間市立栗原小学校　教諭 

　　出産を機に退職　 

　　子育て中に通信教育で司書・司書教諭資格を取得 

1999年〜　座間市立図書館非常勤職員 

2009年〜　工学院大学附属・中学校高等学校図書館（司書） 

　 12年〜　同校にて司書教諭として勤務 

 

2021年〜　軽井沢風越学園　教諭　 



「学校教育における雑誌活用授業 
             

（MIE）の可能性」
 

　工学院大学附属中学校・高等学校

　軽井沢風越学園　

　
　都留文科大学「学習指導と学校図書館」



雑誌を作ろう

　　　校外学習のアウトプットとして、雑誌づくりを行う。

　　　テーマを決めて、インタビューした内容を雑誌にする。

　　　教職課程の講義の中で、雑誌づくりを体験する。



まずは雑誌と出会う



雑誌との出会い・手に取る



お気に入りの雑誌を見つける



じっくり読む



作り手の思いを知ろう



専門家の話を聞く。作り手に思いを馳せる。





雑誌の構成を知ろう





雑誌を手で読む



お気に入りのページを見つけて
丁寧にトレース



レイアウトは、どうなっているのだろう？



雑誌のレイアウトや構成を学ぶ



実際に作ってみよう



５ｗ２Ｈ　＋　α
＋αで、できること。

アイデアを形にする。
自分の思いを表現する。

雑誌と学校教育の親和性

雑誌に＋αがあることは、学校教育では大事



仲間で話し合いながら、テーマを絞っていく



ネットで調べたり、本で調べたり



台割と役割分担



データだけではなく、見える形で提示



取材しながら、記事を集める



実際に現地に行って、記事を集める



雑誌作りに必要な情報を、取捨選択していく。



アドバイスをいただきながら進めていく



写真はどうやっていれる？



データを引用するときは、出典を忘れずに



アウトプットの方法は
ひとつじゃない



Pagesを使ってデータを作成



ロイロノートを使って編集



ロゴはコンペで決定



文化祭で印刷したものを、展示・配布



さらに「探究マガジン」を電子書籍へ

Romancerを使ってepubにして、
電子図書館にアプロード



電子データであれば、ページ数やカラーページに制限がない



データＤＶＤの作成



紙に直接書き込んだり、切り貼りしながら作っていく









出来上がった作品を、miroを使って一元化



アナログで作成した作品を
　　ＰＤＦにして電子書籍にする。



Googleスライドで共同編集して作成。まとめたものを電子書
籍へ 



活動を振り返ろう



授業での振り返り



なぜ教育の中にＭIＥを
取り入れるか



なぜ教育の中にＭIEを取り入れるか
 

１．学び（探究）のプロセスを可視化しやすい

２．創造的な学びへと発展する

３．情報の受け手と送り手としての両方の視点



学び（探究）のプロセスを可視化しやすい



「雑誌作り授業」で見えてきたこと

雑誌の良さを再認識
　・ためになって、面白い
　・どこから読んでも良い自由さ
　・多様性がある
　　　　記事の内容／レイアウト
　・仲間と協働して作りやすい
　
　　　　創造的な学びへ発展する



雑誌の活用法の再考

 ・情報収集
 ・興味関心

       
 ・記事の書き方、伝え方

 ・デザイン・レイアウトのお手本
   アイデアを形にする方法を学ぶツール



現代社会における
「創造的な学び」の重要性

「アイデアをカタチにする」「主体的・対話的で深い学び」

高度情報社会において、メディア情報リテラシー、ICT活用能力、学び

（探究）のプロセスの習得など、高度情報社会の中で、常に情報を見

極め、それらを創造的に活用する力が必要とされている。



情報の発信者として



作り手になることで、改めて、
　「情報」のあり方に向き合う

誰のための情報か
誰かを傷つけていないか
著作権など、ルールはちゃんと守っているか



自分で情報を集め、
自分で情報を編集し、

「誰か」のために、

その情報を発信する。



誰もが、情報の発信者にも

受信者にもなれる時代に、

どう情報活用能力を育てるか。

情報の受け手と送り手としての両方の視点


